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9月定例会

臥龍山と聖湖（北広島町）

県議会県議会

●災害復旧費など総額55億9,500万円の補正予算案を可決
●議員提案による「広島県食育基本条例」、
　「広島県文化芸術振興のまちづくり推進条例」を可決
●「認定こども園」に関する具体的な認定基準を定める条例を可決
●「早期の法整備による真の地方分権の推進を求める意見書」などを可決
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9月定例会日程
（平成18年9月21日～10月4日）

九
月
定
例
会
の
概
要 

一般会計2件 

普通会計1件、企業会計1件 

広島県食育基本条例案、広島県文化芸術振興のまち
づくり推進条例案、「認定こども園」に関する具体的
な認定基準を定める条例案など12件 

広島県教育委員会委員の任命の同意についてなど2件 

工事請負契約（（仮称）福山北警察署庁舎新築工事な
ど）の締結についてなど17件 

早期の法整備による真の地方分権の推進を求める意
見書など5件 

小児医療の充実を求める請願（不採択） 

可決

可決

【議員提案によるもの】

●広島県食育基本条例を可決
健全な心身を培い豊かな人間性をはぐくむための食育を推進することが緊急・重要
な課題となっていることから、食育に関する基本理念を定め、県の責務並びに県民、
教育関係者、事業者等の役割を明らかにするとともに、基本的施策などを定めました。 

●広島県文化芸術振興のまちづくり推進条例を可決
合併地域をはじめとする地域の伝統的な文化芸術の継承及び発展を図るとともに、
団塊の世代などの活力を文化芸術活動に活用することが求められていることから、県、
県民、民間団体等多様な主体が一体となって、文化芸術の振興によるまちづくりを推
進するための基本方針などを定めました。 

可決

議決の状況等 

議決された主な議案 

　
広
島
県
議
会
は
、九
月
定
例
会
を
九
月
二
十
一
日
か
ら
十
月
四
日
ま
で
の
十
四
日
間
の

会
期
で
開
き
ま
し
た
。
 

　
今
回
の
定
例
会
で
は
「
平
成
十
八
年
度
広
島
県
一
般
会
計
補
正
予
算
」
や
、「
就
学
前
の

子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く

教
育
、保
育
等
を
総
合
的
に
提
供
す
る
施
設
の
認
定
の
基
準
を
定
め
る
条
例
」（
「
認
定

こ
ど
も
園
」
に
関
す
る
条
例
）
な
ど
の
知
事
提
出
議
案
の
ほ
か
、議
員
提
案
に
よ
る
政
策

条
例
で
あ
る
「
広
島
県
食
育
基
本
条
例
」
、「
広
島
県
文
化
芸
術
振
興
の
ま
ち
づ
く
り
推

進
条
例
」
や
「
早
期
の
法
整
備
に
よ
る
真
の
地
方
分
権
の
推
進
を
求
め
る
意
見
書
」
な
ど

の
四
十
の
議
案
に
つ
い
て
審
議
を
行
い
ま
し
た
。
 

　
こ
の
う
ち
、そ
れ
ぞ
れ
委
員
十
五
人
で
構
成
す
る
普
通
会
計
決
算
特
別
委
員
会
及
び

企
業
会
計
決
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、閉
会
中
に
継
続
審
査
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た

「
平
成
十
七
年
度
決
算
認
定
」
を
除
い
て
、い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
 

　
本
会
議
に
お
い
て
は
、災
害
復
旧
を
は
じ
め
と
し
た
暮
ら
し
の
安
全
・
安
心
対
策
や
知

事
後
援
会
の
政
治
資
金
規
正
法
違
反
問
題
、本
県
の
中
枢
拠
点
機
能
の
強
化
、少
子
化
対

策
、
教
育
の
充
実
な
ど
の
県
行
財
政
上
の
諸
課
題
に
つ
い
て
、
十
二
人
の
議
員
が
一
般
質

問
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、各
常
任
委
員
会
に
お
い
て
は
、付
託
さ
れ
た
各
議
案
な
ど
に

つ
い
て
審
査
・
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
最
終
日
に
は
、副
議
長
選
挙
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
 

9月29日
各常任委員会
拠点機能強化対策特別委員会

10月3日 決算特別委員会

10月4日
本会議　［委員長報告、 
議案の採決、副議長選挙など］ 

9月21日 本会議
［開会、提案理由説明など］ 

9月25日～28日 本会議　［一般質問など］ 

9月22日
全員委員会
［提案事項の説明など］ 

継続審査

承認可決

同意

第96代副議長

多賀五朗  
昭和4年2月22日生
〈呉市選出〉当選5回

〈新副議長紹介〉

た　が　ご　ろう 

【知事提案によるもの】

●平成18年度広島県補正予算を可決
台風第13号に伴う豪雨災害の復旧経費など、総額55億9,500万円の一般会計補
正予算を可決しました。 

●「認定こども園」に関する具体的な認定基準を定める条例を可決
就学前の子どもに関する教育、保育等を総合的に提供する「認定こども園」の認定基
準を定めました。 

●平成18年度補正予算

●平成17年度決算

●条例案

●人事案件

●その他の議案

●意見書案

●請願

本
次

本
催
だ
●

●

●●

委
ニ
●

●

●●

みん

○政
こ
払
さ
る

○違
象

みん

●●

委員

委　

委

可
意
可
意



一
般
質
問
（
要
旨
）

●
9
月
２５
日

下原康充議員 
自民〈賀茂郡〉 

しもはら やすみつ 

問
台
風
第
十
三
号
に
よ
り
県
北
を

中
心
に
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
た
。

「
県
民
の
暮
ら
し
の
安
心
を
守
る
」
た
め
、

被
災
箇
所
の
復
旧
は
、
最
優
先
で
対
応

す
べ
き
で
あ
り
、県
の
考
え
を
伺
う
。

答
台
風
被
害
は
、県
民
生
活
に
多
大

な
影
響
を
与
え
て
お
り
、被
災
後

速
や
か
に
幹
線
道
路
や
二
次
災
害
の
恐

れ
の
あ
る
箇
所
を
中
心
に
、応
急
復
旧
工

事
を
実
施
し
て
い
る
。現
在
、復
旧
工
事

等
に
必
要
な
補
正
予
算
案
の
追
加
提
出

の
準
備
を
進
め
て
お
り
、一
日
も
早
い
災
害

復
旧
に
向
け
、全
力
を
挙
げ
る
。 

問
県
立
美
術
館
を
中
心
に
、い
か
に

拠
点
機
能
と
し
て
、人
々
を
ひ
き

つ
け
る
魅
力
に
し
て
い
く
か
が
重
要
で
あ

る
と
思
う
。
文
化
面
に
お
け
る
中
枢
拠

点
機
能
の
強
化
に
つ
い
て
、ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

答
県
立
美
術
館
は
、都
市
型
美
術

館
と
し
て
の
特
性
を
生
か
し
、優

れ
た
展
覧
会
を
開
催
す
る
な
ど
、全
国

的
に
も
高
い
評
価
を
受
け
て
お
り
、 

今
後
と
も
、美
術
館
の
有
効
活
用
を
図

る
な
ど
、県
内
外
か
ら
よ
り
多
く
の
人
々

を
ひ
き
つ
け
る
本
県
の
文
化
・
芸
術
面
に

お
け
る
拠
点
機
能
の
向
上
に
、積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
く
。 

問
広
島
県
は
全
国
に
先
駆
け
て
集
落

法
人
の
設
立
を
推
進
し
て
い
る
が
、

設
立
に
当
た
っ
て
は
機
械
・
設
備
等
の
投

資
の
た
め
、多
額
の
借
り
入
れ
が
さ
れ
て

い
る
。
農
業
施
策
の
対
象
と
さ
れ
る
集
落

法
人
の
経
営
破
た
ん
の
可
能
性
の
認
識
と

健
全
な
経
営
の
た
め
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

集
落
法
人
の
健
全
経
営

台
風
災
害
の
早
期
復
旧

答
小
規
模
な
経
営
で
は
、大
半
が
赤

字
で
あ
る
。集
落
法
人
へ
の
移
行

に
よ
り
、農
地
の
集
積
に
よ
る
大
幅
な
経

費
削
減
と
収
益
性
の
高
い
園
芸
作
物
の

導
入
な
ど
経
営
の
高
度
化
が
可
能
と
な
る
。 

　
集
落
法
人
の
経
営
に
は
、一
定
の
投
資
が

必
要
で
あ
り
、県
は
、J
A
や
市
町
と
密

接
に
連
携
・
役
割
分
担
を
し
、過
剰
投
資

や
不
良
債
務
の
な
い
健
全
で
安
定
し
た
経

営
が
図
ら
れ
る
よ
う
、適
切
な
指
導
・
助

言
を
行
い
、自
立
し
た
経
営
体
と
な
る
よ

う
に
支
援
す
る
。 

佐々木弘司議員 
自民刷新会〈広島市安佐南区〉 

さ　さ　き　ひろ　し 

問
森
林
の
荒
廃
に
よ
る
地
球
環
境
へ

の
影
響
か
ら
、新
税
導
入
を
含
め

た
検
討
は
評
価
す
る
が
、県
民
に
新
た
な

負
担
を
課
す
に
は
、導
入
目
的
や
使
途
を

十
分
に
説
明
し
、広
く
意
見
も
聞
き
、理

解
を
得
た
上
で
導
入
を
図
る
必
要
が
あ

る
こ
と
か
ら
、ど
の
よ
う
な
検
討
や
手
続

き
を
考
え
て
い
る
の
か
。

森
林
環
境
税
の
導
入

文
化
面
の
中
枢
拠
点
機
能
の
強
化

答
有
識
者
で
構
成
す
る「
ひ
ろ
し
ま

の
森
づ
く
り
検
討
会
」に
お
け
る
、

新
税
導
入
の
あ
り
方
や
、県
民
が
森
林
づ

く
り
に
参
画
で
き
る
た
め
の
仕
組
み
づ
く

り
な
ど
の
議
論
を
参
考
に
す
る
と
と
も

に
、市
町
、関
係
団
体
の
意
見
を
聞
く
ほ

か
、意
見
募
集
を
実
施
す
る
な
ど
、広
く

県
民
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
検
討
を
進

め
て
い
く
。 

集落法人
集落農場型農業

生産法人の略。

集落の農地

を一つの農

場としてまとめ、
効率的・安

定的な農業経営を
行う。県

内では全戸参加型
の法人を

中心に77法人（1
8年9月末

現在）が設立されて
いる。

用語
解説

紙面の都合上、1人2問以内で掲載しております。 

大曽根哲夫議員 
民主県政会〈広島市安芸区〉 

おお そ ね てつ お 

州
都
広
島
の
実
現
に
向
け
た

県
・
市
ト
ッ
プ
の
協
力
体
制

問
広
島
空
港
ア
ク
セ
ス
鉄
道
事
業
の

断
念
で
、こ
の
バ
イ
パ
ス
は
山
陽

自
動
車
道
を
補
完
す
る
重
要
路
線
に
な
っ

た
。
全
線
開
通
予
定
を
繰
り
上
げ
、早
期

供
用
開
始
が
強
く
望
ま
れ
る
。
県
と
し
て

両
バ
イ
パ
ス
の
必
要
性
を
ど
う
認
識
し
、

国
に
働
き
か
け
て
い
く
の
か
伺
う
。

答
両
バ
イ
パ
ス
と
も
平
成
二
十
年
代

の
暫
定
二
車
線
供
用
に
向
け
、工

事
の
促
進
が
図
ら
れ
て
い
る
。両
バ
イ
パ
ス

と
も
現
道
の
渋
滞
解
消
は
も
と
よ
り
、

山
陽
自
動
車
道
を
補
完
す
る
重
要
な
路

線
で
あ
り
、引
き
続
き
早
期
供
用
開
始

に
向
け
、関
係
機
関
に
強
く
働
き
か
け
る
。 

問
県
と
広
島
市
と
の
間
に
は
、広
島

都
市
高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な

ど
課
題
が
山
積
し
て
お
り
、
県
と
市
の

ト
ッ
プ
の
協
力
体
制
が
不
可
欠
で
あ
る
。

今
後
、
州
都
広
島
に
ふ
さ
わ
し
い
都
市

圏
を
形
成
す
る
た
め
、
県
の
役
割
と
責

任
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
、
市
長
と
の

話
し
合
い
を
ど
う
進
め
、
協
力
関
係
を

構
築
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

答
広
島
都
市
圏
の
充
実
強
化
は
、中

国
地
方
の
発
展
に
不
可
欠
で
あ
り
、

都
市
圏
内
の
各
自
治
体
や
経
済
団
体
等

と
の
連
携
・
協
力
体
制
の
構
築
に
努
め
て
い

る
。特
に
広
島
市
と
は
連
携
し
て
取
り
組

む
べ
き
課
題
の
解
決
に
向
け
、幹
部
職
員

に
よ
る
協
議
に
併
せ
、知
事
自
ら
、広
島
市

と
の
連
携
・
協
力
に
努
め
る
。 

森林環境税
荒廃が進む森林の環境を整備し、土砂災害の防止などの森林の公益的機能を守るための費用を、県民から広く徴収する税制度。本県を除く中国地方の各県ではす
でに導入され
ている。

用語
解説

（国道2号）

東広島バイパス・

安芸バイパス

一部が供用開始
されており、11

月には安芸バイ
パスの大山トン

ネルが貫通予定
。

用語
解説

一
般
質
問
（
要
旨
）

●
9
月
２６
日

日下美香議員 
公明党〈広島市中区〉 

くさ か み か 

東
広
島
バ
イ
パ
ス
・

安
芸
バ
イ
パ
ス
の
整
備

食
育
推
進
の
た
め
の

栄
養
教
諭
の
配
置

子
育
て
を
地
域
で
支
え
合
う

仕
組
み
づ
く
り

問
子
ど
も
の
頃
か
ら
正
し
い
食
習

慣
を
身
に
つ
け
る
た
め
、栄
養
教

諭
に
よ
る
食
育
を
進
め
て
い
く
べ
き
と

考
え
る
が
、今
後
、栄
養
教
諭
の
配
置
を

ど
う
進
め
て
い
く
の
か
伺
う
。

答
子
ど
も
た
ち
の
望
ま
し
い
食
習

慣
の
形
成
を
促
す
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。平
成
十
七
年
度
か
ら
、栄
養
教

諭
の
職
務
内
容
な
ど
に
関
す
る
実
践
と

研
究
を
行
う
と
と
も
に
、そ
の
成
果
を

県
内
に
広
げ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
成
果
も
踏
ま
え
、早
期
に
配

置
で
き
る
よ
う
検
討
す
る
。 

広
島
か
き
ブ
ラ
ン
ド
の

安
全
安
心
確
保

問
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム
を

導
入
し
た
広
島
か
き
に
「
安
心
！

広
島
ブ
ラ
ン
ド
」の
認
証
を
す
る
こ
と
は
、

広
島
産
品
の
販
売
促
進
の
意
味
で
評
価

で
き
る
が
、消
費
者
の
信
頼
を
保
証
す
る

た
め
に
は
、輸
入
か
き
の
混
入
防
止
の
監

視
な
ど
、強
い
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
。

安
全
安
心
の
確
保
に
ど
の
よ
う
に
取
り

組
む
の
か
。

答
認
証
し
た
事
業
者
に
対
し
、状
況

に
応
じ
て
立
入
検
査
等
を
行
い
、

違
反
が
あ
れ
ば
認
証
を
取
り
消
す
な
ど

し
、認
証
し
た「
か
き
」の
安
心
確
保
を
図

る
。こ
の
認
証
制
度
が
よ
り
多
く
の
県
内

業
者
に
活
用
さ
れ
る
よ
う
に
努
め
る
。 

問
出
産
・
育
児
の
阻
害
要
因
で
あ
る
心

理
的
・
経
済
的
負
担
感
を
緩
和
す
る

こ
と
が
、少
子
化
問
題
を
解
く
鍵
と
な
り
得
る
。

他
県
で
は
三
世
代
同
居
と
類
似
し
た
環
境
の

構
築
や
子
育
て
世
代
の
買
い
物
等
割
引
制
度

の
導
入
な
ど
が
効
果
を
あ
げ
て
い
る
が
、社
会

全
体
で
子
育
て
の
機
運
を
盛
り
上
げ
る
た
め
、

本
県
で
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
伺
う
。

答
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
る

こ
と
が
で
き
る
地
域
の
形
成
が
重

要
で
あ
り
、今
後
は
、子
育
て
の
新
た
な
支

え
合
い
と
連
帯
の
推
進
に
重
点
的
に
取
り

組
む
。ま
た
、子
育
て
世
代
へ
の
買
い
物
割

引
制
度
な
ど
に
つ
い
て
も
、経
済
団
体
等
と

　一
体
と
な
っ
た
推
進
組
織
の
設
立
に
向
け

て
準
備
を
進
め
て
い
る
。今
後
と
も
よ
り

実
効
性
の
あ
る
施
策
の
展
開
に
取
り
組
む
。 

沖井　純議員 
自民〈佐伯郡〉 

おき い　　　じゅん 

問
今
回
事
故
が
発
生
し
た
送
水
ト
ン

ネ
ル
に
つ
い
て
は
二
十
七
年
間
も

点
検
を
怠
っ
て
お
り
、一
般
市
民
の
安
全
確

保
の
点
か
ら
妥
当
で
は
な
い
。
ど
の
程
度
真

剣
に
、事
故
発
生
の
恐
れ
な
ど
を
認
識
し
て

い
た
の
か
。
事
故
を
機
に
ど
の
よ
う
に
点
検

管
理
を
見
直
す
の
か
。
ま
た
緊
急
時
の
送
水

ル
ー
ト
の
整
備
に
つ
い
て
の
考
え
を
伺
う
。

県
営
水
道
施
設
の
点
検
管
理
等

答
送
水
ト
ン
ネ
ル
の
全
区
間
の
点

検
を
、長
期
に
わ
た
り
見
送
っ
て

き
た
こ
と
は
反
省
す
べ
き
と
思
っ
て
い
る
。

事
故
調
査
委
員
会
の
意
見
を
聴
き
、具

体
的
な
ト
ン
ネ
ル
点
検
の
実
施
方
法
を

関
係
者
と
協
議
す
る
。送
水
ル
ー
ト
の

複
線
化
な
ど
も
、関
係
自
治
体
や
企
業

等
と
、役
割
分
担
を
含
め
て
協
議
す
る
。 

プライマリー

バランス
県債の元金償還

額と発行

額（臨時財政対
策債など

を除く）とのバラ
ンス。県

の17年度決算で
は226億

円の赤字（発行額
の超過）と

なっており、早期の
黒字

化に向けて取り組

みを進めている。

用語
解説

栄養教諭

学校における「
食育」の

推進に中核的な
役割を担

うため、17年度
から新た

に設けられた。
食に関す

る指導と学校給
食の管理

を一体的

に行う。

用語
解説

トレーサビリティ
システム

生産から流通までの各段階にさかのぼって食品等の履歴を追跡できるシステム。本県独自の制度により、県内産の牛肉、豚肉、広島かき、鶏卵、しい
たけ、グリーンアスパラ
ガス、米などの優れたシ
ステムを認証している。

用語
解説

神川正紀議員 
自民党良政会〈広島市西区〉 

かみかわまさのり 

人
口
減
少
社
会
へ
の

対
応
に
つ
い
て

財
政
構
造
の

抜
本
的
改
革
に
つ
い
て

問
人
口
減
少
社
会
に
お
い
て
、本
県

が
厳
し
い
地
域
間
競
争
に
打
ち

勝
つ
に
は
、発
展
の
担
い
手
と
な
る
人
材

が
大
切
で
あ
り
、個
人
の
個
性
や
能
力
を

伸
ば
す
教
育
の
実
現
や
、競
争
力
の
源
泉

と
な
る
高
度
な
人
材
の
育
成
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
る
が
、ど
う
取
り
組
む
の
か
。

答
地
域
間
競
争
に
打
ち
勝
ち
、持
続

的
に
発
展
す
る
た
め
に
は
、県
内

人
口
の
維
持
・
確
保
や
、発
展
の
担
い
手
と

な
る
人
材
の
育
成
と
活
用
が
重
要
で
あ
り
、

子
育
て
支
援
体
制
の
充
実
な
ど
住
み
や

す
い
環
境
づ
く
り
、教
育
改
革
の
推
進
に

よ
る
次
世
代
の
人
間
力
強
化
、高
度
な
知

識
や
技
術
を
有
す
る
人
材
の
育
成
・
確
保

な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
む
。 

問
メ
リ
ハ
リ
の
利
い
た
歳
出
削
減

を
徹
底
す
る
こ
と
に
よ
り
、決
算

ベ
ー
ス
で
の
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
の

黒
字
化
を
達
成
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
が
、
財
政
構
造
の
抜
本
的
改
革

に
つ
い
て
、ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

答
こ
れ
ま
で
以
上
に「
選
択
と
集
中
」

を
図
り
、徹
底
し
た
歳
出
削
減

が
重
要
で
あ
り
、様
々
な
角
度
か
ら
、事

務
事
業
の
総
点
検
を
行
っ
て
い
る
。 

　
今
後
、こ
の
点
検
を
通
じ
て
、財
政
健

全
化
に
向
け
た「
新
た
な
具
体
化
方
策
」

を
取
り
ま
と
め
、早
期
に
決
算
ベ
ー
ス
の

プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
の
黒
字
化
を
実

現
す
る
な
ど
、持
続
可
能
な
財
政
構
造

の
構
築
に
向
け
て
取
り
組
む
。 

一
般
質
問
（
要
旨
）

●
9
月
２７
日

天満祥典議員 
県民同志会〈三原市〉 

てん ま よし のり 

「
命
の
大
切
さ
」
を
教
え
る

道
徳
教
育
の
充
実

問
三
原
地
域
に
は
、木
原
地
区
、松
浜

地
区
、糸
崎
地
区
、須
波
地
区
、幸
崎

地
区
な
ど
海
面
よ
り
低
い
地
域
が
多
く
あ
り
、

毎
年
浸
水
被
害
が
発
生
し
て
い
る
。
三
原
地

域
に
お
け
る
高
潮
対
策
事
業
の
取
組
状
況

と
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
伺
う
。

答
木
原
地
区
、糸
崎
地
区
で
は
平
成

十
五
年
度
か
ら
事
業
に
着
手
し
て

お
り
、松
浜
地
区
に
つ
い
て
は
、平
成
十
九

年
度
か
ら
事
業
着
手
で
き
る
よ
う
国
に

要
望
し
て
い
る
。須
波
地
区
で
は
お
お
む

ね
計
画
護
岸
高
を
確
保
し
、幸
崎
地
区

で
は
三
原
市
が
整
備
を
行
っ
て
い
る
。 

問
国
が
医
療
制
度
改
革
の
一
環
と
し

て
打
ち
出
し
た
療
養
病
床
の
再

編
へ
の
県
の
対
応
方
針
を
伺
う
。

答
療
養
病
床
の
再
編
に
当
た
っ
て
は
、

入
院
患
者
が
安
心
し
て
、状
態
に

応
じ
た
適
切
な
医
療
や
介
護
が
受
け
ら

れ
る
体
制
の
整
備
が
重
要
で
あ
り
、本
県

の
状
況
を
踏
ま
え
た「
地
域
ケ
ア
整
備
構

想
」を
策
定
す
る
必
要
が
あ
る
。こ
の
た

め
、医
療
機
関
に
対
し
、本
年
十
月
一
日

を
基
準
日
と
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

実
施
し
、入
院
患
者
の
状
態
な
ど
を
把

握
す
る
と
と
も
に
、平
成
十
九
年
秋
の
構

想
策
定
に
向
け
て
、利
用
者
、医
療
介
護

関
係
者
、学
識
経
験
者
な
ど
の
意
見
を

聞
き
な
が
ら
、検
討
を
進
め
る
。 

問
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境

の
急
激
な
変
化
は
、子
ど
も
た
ち

の
豊
か
な
心
の
形
成
に
大
き
な
影
響
を

与
え
て
い
る
。
家
庭
や
地
域
の
教
育
力
の

低
下
が
叫
ば
れ
て
い
る
今
日
、学
校
に
お

け
る
道
徳
教
育
に
か
け
る
期
待
は
大
き

い
が
、中
で
も
生
命
を
大
切
に
す
る
教
育

を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
伺
う
。

三
原
地
域
の
高
潮
対
策
事
業

答
善
悪
を
判
断
す
る
力
や
自
制
心
、

忍
耐
力
と
と
も
に
、生
命
を
尊
重

す
る
心
の
育
成
が
大
切
で
あ
り
、保
育
体

験
等
を
通
し
て
生
き
て
い
る
こ
と
の
素
晴

ら
し
さ
を
実
感
さ
せ
る
学
習
な
ど
を
進

め
て
い
る
。ま
た
道
徳
教
育
の
リ
ー
ダ
ー

養
成
研
修
や
指
定
校
で
は
、生
命
の
大
切

さ
を
テ
ー
マ
に
取
り
組
ん
で
お
り
、こ
れ

ら
の
取
り
組
み
の
成
果
を
県
内
に
普
及

す
る
と
と
も
に
、指
導
の
充
実
を
図
る
。 

門田峻徳議員 
自民党広政会〈福山市・沼隈郡〉 

もんでんたかのり 

問
現
在
、多
く
の
親
の
現
状
に
つ
い

て
、
過
保
護
、
子
育
て
に
関
す
る

自
信
喪
失
な
ど
、教
育
力
の
低
下
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
教
育
行
政
は
、親
と
し
て

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
を
明
確
に
し
、学

習
機
会
の
提
供
な
ど
に
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
。
親
の
責
務
に
つ
い
て
、教
育
行

政
と
し
て
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

答
教
育
委
員
会
で
は
、「
ひ
ろ
し
ま

ま
な
び
ネ
ッ
ト
」に
よ
る
情
報
提

供
な
ど
に
加
え
、本
年
度
か
ら
、親
の
役

割
や
責
任
を
自
覚
す
る
た
め
の
参
加
型

学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
に
取
り
組
ん
で

い
る
。親
の
学
び
の
場
の
拡
大
や
内
容
の

充
実
を
図
る
取
り
組
み
を
通
じ
、親
の

教
育
力
の
向
上
に
努
め
た
い
。 

道徳教育の　

リーダー養成研修
小・中学校における道

徳教育の

一層の充実を図るため
、市町教

育委員会が推薦した
教諭を対

象に授業研究、実践発
表などを

実施。県道徳教育推
進連絡会

議での報告を経て、

ホームページなどで

成果の普及を図る。

用語
解説

乳
幼
児
医
療
費
及
び

重
度
障
害
者
医
療
費
の
無
料
化

障
害
者
自
立
支
援
法
の
影
響
と

利
用
者
の
負
担
軽
減

乳幼児医療費
の公費助成

乳幼児の医療費を負
担する市

町に対し、県が経費の
1／2を

補助する。県制度によ
る保護者

の一部負担金は、入・
通院1医

療機関あたり1日500
円（月ご

との上限日数あり）
と

なっている。

用語
解説

療養病床の
再編

療養病床（慢性疾患による長期入院患者のための病床）は、医療の必要度の高い患者に限定して医療保険で対応し、必要性の低い患者については、在宅・居宅系サービス、老
健施設等で対応する
こととなった。

用語
解説

安井裕典議員 
自民〈佐伯郡〉 

やす い ひろのり 

合
併
建
設
計
画
の
見
直
し

に
つ
い
て

療
養
病
床
の
再
編
へ
の

県
の
対
応
方
針

親
の
責
務
に
関
す
る

教
育
行
政
の
取
り
組
み

問
合
併
建
設
計
画
は
、新
た
な
ま
ち

づ
く
り
の
指
針
と
し
て
県
の
承

認
の
下
に
定
め
ら
れ
た
が
、市
町
の
財
政

状
況
を
考
え
れ
ば
、計
画
の
完
全
実
施
は

大
き
な
負
担
と
な
る
。
計
画
の
着
実
な

実
施
は
当
然
で
あ
る
が
、次
善
の
策
と
し

て
、県
は
現
実
的
な
見
直
し
に
向
け
、誘

導
、支
援
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
計
画
は
、県
事
業
で
二
九
％
、市

町
事
業
で
二
一
％
が
実
施
さ
れ

て
い
る
。財
政
状
況
は
、極
め
て
厳
し
い

状
況
に
あ
り
、事
業
進
度
を
調
整
し
て

い
る
市
町
も
あ
る
。県
と
し
て
は
確
実

な
財
政
的
支
援
を
国
に
働
き
か
け
る
と

と
も
に
、計
画
の
進
捗
状
況
を
点
検
し
、

必
要
に
応
じ
、助
言
を
行
い
た
い
。 

問
凶
悪
事
件
の
犯
人
が
逮
捕
さ
れ
て

い
な
い
状
況
が
、県
民
の
安
全
に

対
す
る
不
安
に
つ
な
が
っ
て
お
り
、県
民

の
約
八
割
が
治
安
に
対
し
て
依
然
と
し
て

不
安
を
感
じ
て
い
る
。
そ
こ
で
犯
罪
検
挙

率
の
向
上
を
目
標
と
す
る
こ
と
と
、検
挙

率
向
上
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

犯
罪
検
挙
率
の
向
上
に
つ
い
て

答
検
挙
率
の
向
上
を
行
動
目
標
と

す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、検
挙
率

な
ど
を
県
民
の
皆
様
に
知
ら
せ
る
と
と

も
に
、犯
罪
の
百
％
解
決
を
目
指
し
て

全
職
員
が
取
り
組
ん
で
い
る
。ま
た
、捜

査
員
の
育
成
、捜
査
実
務
能
力
の
向
上
、

科
学
捜
査
の
推
進
な
ど
に
よ
り
、一
件
で

も
多
く
犯
罪
を
検
挙
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
検
挙
率
の
向
上
を
図
る
。 

一
般
質
問
（
要
旨
）

●
9
月
２８
日

辻　恒雄議員 
共産〈福山市・沼隈郡〉 

つじ　　　つね お 

問
乳
幼
児
医
療
費
の
公
費
助
成
の

拡
充
が
全
国
的
な
流
れ
と
な
っ
て

い
る
。
若
者
が
定
住
し
て
安
心
し
て
子
育

て
が
で
き
る
元
気
な
広
島
県
に
す
る
た

め
に
も
、定
率
減
税
の
半
減
に
よ
る
個
人

県
民
税
の
増
収
分
を
充
て
、乳
幼
児
医
療

費
を
完
全
無
料
化
し
て
は
ど
う
か
。
重

度
障
害
者
医
療
に
つ
い
て
も
、無
料
に
戻

せ
る
の
で
は
な
い
か
。

答
こ
れ
ら
の
制
度
へ
の
一
部
負
担
の

導
入
は
、受
益
と
負
担
の
関
係

を
見
直
し
、利
用
者
も
含
め
て
社
会
全

体
で
支
え
て
い
く
仕
組
み
に
改
め
た
も

の
で
あ
る
。今
後
も
、安
定
的
で
持
続
可

能
な
制
度
と
し
て
運
営
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
と
考
え
る
。 

県
政
運
営
に
係
る
責
任

問
知
事
の
公
約
で
あ
る
広
島
空
港

軌
道
系
ア
ク
セ
ス
、エ
ル
ミ
タ
ー

ジ
ュ
美
術
館
分
館
な
ど
の
大
型
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
、次
々
に
消
え
去
ろ
う
と
し
て
い

る
。
ま
た
、財
政
状
況
も
危
機
的
な
状
況

に
直
面
し
て
お
り
、こ
う
し
た
県
政
の
停

滞
、い
わ
ば
「
空
白
の
十
三
年
」
は
失
政

と
言
う
ほ
か
な
い
が
、反
省
を
踏
ま
え
、

今
後
の
決
意
に
つ
い
て
伺
う
。

答
就
任
以
来
、大
き
な
時
代
の
転

換
期
の
中
で
、「
日
本
一
住
み
や
す

い
生
活
県
」や「
元
気
な
広
島
県
」の
実

現
に
向
け
、選
択
と
集
中
を
図
り
な
が

ら
全
力
で
取
り
組
ん
で
き
た
。全
体
と

し
て
は
着
実
な
成
果
が
表
れ
つ
つ
あ
る

と
認
識
し
て
お
り
、今
後
と
も
全
力
を

傾
注
し
て
い
く
。 

問
四
月
に
障
害
者
自
立
支
援
法
が

施
行
さ
れ
、通
所
施
設
の
減
収
、

利
用
者
負
担
の
増
大
な
ど
の
悪
影
響
が

出
て
い
る
。
都
道
府
県
と
政
令
指
定
都

市
の
約
四
割
が
、利
用
者
負
担
に
つ
い
て

独
自
の
軽
減
措
置
を
設
け
て
い
る
中
、本

県
も
市
町
の
格
差
が
生
じ
な
い
よ
う
な

対
策
を
講
じ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
こ
れ
ま
で
に
二
回
調
査
を
実
施
し
、

利
用
者
や
施
設
へ
の
影
響
を
把

握
し
て
い
る
。国
が
十
月
か
ら
影
響
緩
和

措
置
を
追
加
実
施
す
る
こ
と
か
ら
、そ
の

効
果
を
見
極
め
つ
つ
、国
に
対
し
て
負
担

軽
減
措
置
の一
層
の
拡
充
を
求
め
て
い
く
。 

石橋良三議員 
如水会〈広島市安佐南区〉 

いし ばしりょうぞう 

問
事
件
に
対
す
る
知
事
の
こ
れ
ま
で

の
対
応
に
は
、県
民
か
ら
厳
し
い

意
見
が
相
次
い
で
お
り
、県
政
の
執
行
権

者
と
し
て
の
資
格
が
問
わ
れ
、そ
の
道
義

的
責
任
に
対
す
る
厳
し
さ
が
不
足
し
て

い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
道
義
的
責

任
に
関
し
、県
民
が
納
得
で
き
る
よ
う
な

考
え
を
伺
う
。

知
事
の
後
援
会
問
題

答
中
立
・
公
正
な
行
政
執
行
に
努
め

て
お
り
、県
民
に
対
す
る
説
明
責

任
を
果
た
す
こ
と
が
責
務
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。開
示
さ
れ
る
訴
訟
記
録
を
も

と
に
早
期
の
事
実
解
明
に
向
け
て
努
力

し
た
上
で
、諸
般
の
状
況
を
総
合
的
に
勘

案
し
な
が
ら
、自
ら
判
断
し
て
い
き
た
い
。 

城戸常太議員 
自民〈安芸郡〉 

き　ど つね ひろ 

条
件
不
利
地
域
の
指
定
に
よ
る
 

振
興
策

問
国
際
物
流
の
競
争
が
激
化
す
る
中
、

十
分
な
水
深
を
有
す
る
中
枢
的

港
湾
機
能
の
整
備
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、

大
柿
・
倉
橋
地
区
は
そ
の
可
能
性
を
秘
め

て
い
る
。
課
題
で
あ
る
道
路
交
通
機
能
強

化
の
た
め
、ま
た
、江
能
倉
橋
地
区
に
お

け
る
高
速
道
路
や
空
港
へ
の
ア
ク
セ
ス
向

上
の
た
め
、東
広
島
呉
道
路
を
延
伸
し
、

整
備
中
の
第
二
音
戸
大
橋
に
接
続
す
べ

き
で
あ
る
が
、県
の
考
え
を
伺
う
。

答
東
広
島
呉
道
路
と
一
体
と
な
っ
て
、

江
能
倉
橋
地
区
か
ら
高
速
道
路

や
空
港
へ
ア
ク
セ
ス
す
る
道
路
の
整
備
は

重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。地
域
の

開
発
動
向
な
ど
を
見
極
め
な
が
ら
調
査
・

検
討
し
て
い
き
た
い
。 

問
条
件
不
利
地
域
で
あ
る
離
島
地

域
の
振
興
が
引
き
続
き
必
要
で

あ
る
が
、安
芸
灘
諸
島
の
島
々
は
、連
絡

架
橋
の
整
備
に
伴
い
離
島
振
興
法
の
地

域
指
定
か
ら
外
れ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の

た
め
、離
島
振
興
法
に
替
わ
り
、半
島
振

興
法
の
地
域
指
定
を
国
に
対
し
強
く
働

き
か
け
る
な
ど
、こ
の
地
域
の
振
興
に
努

力
す
べ
き
で
あ
る
が
、県
の
考
え
を
伺
う
。

東
広
島
呉
道
路
の
延
伸

答
現
行
制
度
で
は
半
島
地
域
の
指

定
は
難
し
い
が
、呉
市
な
ど
と
協

議
し
な
が
ら
指
定
要
件
の
緩
和
等
に
つ
い

て
国
へ
の
要
望
を
検
討
す
る
。ま
た
、こ
の

地
域
の
振
興
は
引
き
続
き
必
要
で
あ
り
、

市
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、合
併
建
設

計
画
の
推
進
に
つ
い
て
支
援
し
て
い
く
。 

広島空港
軌道系アクセス

広島空港への交通手段として、平成元年度から定時性等に優れた軌道系交通機関を検討。当初のリニア鉄道から在来線型鉄道へ方針転換されたが、JR西日本の協力が得られず、
本定例会で一時見送り
の方針が示された。

用語
解説

半島振興法の

　　地域指定

県内では江能倉橋

地域（江田島市全

域と旧音戸町・旧倉
橋町）が指定さ

れている。市町村・
国と協議して県

が振興計画を策定
することとなって

おり、財政、金融、税
制などの面で国

の支援措置が講じら
れている。

用語
解説

本会議では、12人の議員が一般質問を行い、災

害復旧や水道送水施設の事故への対応をはじめと

した暮らしの安全・安心対策や、本県の中枢拠点

機能の強化、教育の充実、少子化対策などの県政

が直面する様々な課題について、県民の視点に立

った論議を展開しました。

合併建設計画

市町村合併後のビ
ジョンを

示すマスタープラ
ンとして、

合併協議会が県
に協議の

上作成する。市町
と県の主

要事業が掲げら
れており、

合併特例債や地
方交付税

等による財政支
援

措置を受けるこ

とができる。

用語
解説

安芸区
上瀬野町

東広島市
八本松町

志和IC広島東IC

海田町
南堀川町

A B

A

B

東広島バイパス

L＝9.6km

安芸バイパス
L＝7.7km

県議会 平成18（2006）年10月29日

県政に関する質問から県政に関する質問から



号
行

すべての県民が心身の健康を確保し、生涯にわたって生き生きと

豊かに暮らすため、家庭をはじめ、学校・保育所など教育関係者、

農林漁業者、食品関連事業者、行政機関等、食に関わる関係者が

相互理解を深めながら、各々の立場から食育の推進を図り、県民

運動として展開します。 

県内各地域における文化芸術の振興によって、地域住民が誇りと

愛着を持つことのできるまちづくりを進めるため、県、県民、文化

芸術施設、大学等及び民間団体などの文化芸術の振興を担う多

様な主体による協働と連携を推進することにより、個性豊かで活

力のある地域社会の形成を目指します。 

●広島県食育推進計画の策定 
●家庭、職場及び地域社会における食育の推進 
●学校、保育所等における食育の推進 
●地域における食生活改善のための取り組みの推進 
●生産者と消費者との交流の促進等（地産地消の推進など） 
●食文化の継承のための取り組みの促進 
●食の安全性、食育に関する情報提供及び普及啓発 
●食育推進運動の展開 
●ひろしま食育の日（１０月１９日）及び
ひろしま食育ウィークの制定 

●食育の推進に功労のあった者の顕彰 
●広島県食育推進会議の設置 

●文化芸術に関するボランティア活動の推進 
●合併地域における文化芸術活動の推進 
●文化芸術に関する情報の収集及び提供 
●民間団体等が文化芸術活動に対して行う支援活動の促進 
●文化芸術活動に関わる多様な主体の協働連携の推進 
●文化芸術の振興に寄与し
た者の顕彰 

●高齢者が地域の文化芸
術活動に積極的な役割を
果たすことができる環境
の整備 

条例の主な内容

大豆油インクを使用しています。

古紙配合率100％の再生紙を
使用しています。

あて先

082ｰ513ｰ4743TEL FAX 082ｰ222ｰ9600

ひろしま県議会だよりは、6月、9月、12月、2月の各定例会後に発行します。
この広報紙についてのご意見・ご要望をお寄せください。

〒730ｰ8509　広島市中区基町10ｰ52  広島県議会事務局　調査課　企画法制室
http://www.pref.hiroshima.jp/gikai/ホームページ

テレビ広報番組の配信…「ひろしま県議会ダイジェスト」を配信しています。

…本会議と予算特別委員会の会議録が登録されています。会議録の閲覧と検索
最新の

情報

を掲載
して

います
! 広島県議会

インターネット中継…本会議の審議状況等をインターネット中継（生・録画）しています。

ご近所で未着の方がありましたら、市・区役所、町役場、県議会事務局調査課企画法制室でお渡しいたしますので、その旨お伝えください。また、広島県議会ホームページでもご覧いただけます。

●新選挙区及び定数

広島市中区 
広島市東区 
広島市南区 
広島市西区 
広島市安佐南区 
広島市安佐北区 
広島市安芸区 
広島市佐伯区 

選挙区 定数

呉市 
竹原市・豊田郡 
三原市・世羅郡 
尾道市 

福山市 
府中市・神石郡 
三次市 
庄原市 

選挙区 定数

大竹市 
東広島市 
廿日市市 
安芸高田市 
江田島市 
安芸郡 
山県郡 
23選挙区

1 
4 
2 
1 
1 
3 
1 
66

6 
1 
3 
4 

11 
1 
1 
1

3 
3 
3 
4 
4 
3 
2 
3

平成19年4月実施予定の一般選挙における新選挙区・定数について

平成19年4月一般選挙
における新たな選挙区

…強制合区する選挙区

安芸郡

安芸区安芸区安芸区

山県郡
安芸高田市

東広島市

竹原市・豊田郡

尾
道
市

三原市・世羅郡

福山市

三次市

庄原市

廿日市市

大竹市
江
田
島
市

安佐北区

安佐南区

南区南区

東区東区
西区西区

中区

佐伯区

呉市

南区

東区
西区

府中市・神石郡

2 条例の主な内容2

条例の目的1 条例の目的1

九
月
定
例
会
の
概
要 

員会

など］ 

］ 

］ 

広島県文化芸術振興のまちづくり推進条例広島県食育基本条例

議員提案による政策条例は、県内各地域の住民代表である県議会議員が、
県民の視点に立って立案するものです。

補
正
予
算
二
件
、条
例
案
三
件
、 

そ
の
他
の
議
決
案
件
一
件
 

原
案
可
決（
全
会
一
致
） 

付
託
議
案
の
審
査
結
果

●
災
害
復
旧
工
事
の
早
期
実
施
に
つ
い
て
 

●
決
算
認
定
前
に
お
け
る
繰
越
金
の
予
算

計
上
の
あ
り
方
の
検
討
に
つ
い
て
 

●
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
へ
の
評
価
等
を
踏

ま
え
た
財
政
健
全
化
へ
の
努
力
に
つ
い
て
 

主
な
質
疑
事
項

総
務
委
員
会

総
務
委
員
会

補
正
予
算
二
件
、条
例
案
三
件
 

原
案
可
決（
全
会
一
致
） 

新
規
請
願
一
件
不
採
択
 

付
託
議
案
及
び
請
願
の
審
査
結
果

●
認
定
こ
ど
も
園
に
対
す
る
適
切
な
指
導

監
督
に
つ
い
て
 

●
県
民
の
森
ス
キ
ー
リ
フ
ト
の
迅
速
な
復

旧
工
事
に
つ
い
て
 

●
障
害
者
自
立
支
援
制
度
の
影
響
の
実
態
把

握
と
国
へ
の
制
度
見
直
し
要
望
に
つ
い
て
 

主
な
質
疑
事
項

生
活
福
祉
保
健
委
員
会

生
活
福
祉
保
健
委
員
会

補
正
予
算
二
件
、そ
の
他
の
議
決
案
件
一
件
 

原
案
可
決（
全
会
一
致
） 

付
託
議
案
の
審
査
結
果

●
大
規
模
な
山
地
災
害
の
迅
速
な
復
旧
に

つ
い
て
 

●
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
の
事
業
の
経
営
改

善
に
対
す
る
支
援
等
に
つ
い
て
 

●
学
校
給
食
に
お
け
る
地
域
食
材
活
用
の

積
極
的
な
推
進
に
つ
い
て
 

主
な
質
疑
事
項

農
林
委
員
会

農
林
委
員
会

補
正
予
算
二
件
、条
例
案
三
件
、 

そ
の
他
の
議
決
案
件
十
四
件
 

原
案
可
決（
全
会
一
致
） 

付
託
議
案
の
審
査
結
果

●
迅
速
な
災
害
復
旧
と
、今
後
の
二
次
的
災

害
発
生
防
止
に
つ
い
て
 

●
県
営
住
宅
の
管
理
者
変
更
の
周
知
徹
底

と
管
理
水
準
等
の
確
保
に
つ
い
て
 

●
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
が
遅
れ
て
い
る
地
域

に
お
け
る
整
備
推
進
に
つ
い
て
 

主
な
質
疑
事
項

建
設
委
員
会

建
設
委
員
会

補
正
予
算
一
件
、条
例
案
一
件
 

原
案
可
決（
全
会
一
致
） 

付
託
議
案
の
審
査
結
果

●
縮
景
園
に
お
け
る
効
果
的
な
水
質
改
善

の
実
施
に
つ
い
て
 

●
指
導
力
不
足
教
員
と
な
ら
な
い
た
め
の

対
策
と
給
与
処
遇
の
あ
り
方
に
つ
い
て
 

●
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充
実
と
企
業
等
の
現

状
を
把
握
し
た
進
路
指
導
に
つ
い
て
 

主
な
質
疑
事
項

文
教
委
員
会

文
教
委
員
会

補
正
予
算
二
件
、条
例
案
一
件
 

原
案
可
決（
全
会
一
致
） 

付
託
議
案
の
審
査
結
果

●
警
察
署
の
名
称
変
更
に
か
か
る
住
民
へ

の
周
知
に
つ
い
て
 

●
電
子
機
器
用
電
磁
波
測
定
検
査
施
設
の

利
用
促
進
に
つ
い
て
 

●
飲
酒
運
転
の
取
り
締
ま
り
と
飲
酒
運
転

根
絶
へ
の
機
運
づ
く
り
に
つ
い
て
 

主
な
質
疑
事
項

警
察
商
工
労
働
委
員
会

警
察
商
工
労
働
委
員
会

● 議 員 提 案による政 策 条 例 ●● 議 員 提 案による政 策 条 例 ●

9月29日開催 常任委員会の動き常任委員会の動き 9月29日開催 

次の一般選挙（平成19年4月実施予定）から、県議会議員の
選挙区と定数が次のとおり変更になります。 

本会議、委員会の開催日時は、決定され
次第、ホームページでお知らせします。 

お 知 ら せ

本会議の傍聴ができます。本会議の開
催日に議会棟1階の受付までお越しく
ださい。 
●受付／午前9時～
●先着順に50名まで

●本会議の傍聴●本会議の傍聴

委員会の審議状況が、議会棟1階のモ
ニターテレビでご覧いただけます。 
●受付／委員会開催日の1時間前～
●定員36名（希望者多数の場合は抽選）

●委員会のモニター視聴●委員会のモニター視聴

みんなで徹底しよう「三ない運動」

○政治家が選挙区内の人にお金や物を贈る
こと（会費などを、他の住民よりも多く支
払うことなども含みます）は、法律で禁止
されています。また、有権者が寄附を求め
ることも禁止されています。 

○違反して処罰されると、公民権停止の対
象となります。 

みんなで徹底しよう「三ない運動」

政治家から
有権者への寄附は

受け取らない!

有権者は
政治家に寄附を

求めない!

政治家は
有権者に寄附を

贈らない!

●広島県議会広報委員会●広島県議会広報委員会

委員長 中本　隆志  委　員 砂原　克規  

委　員 松井　直資  委　員 宮　　政利  

委　員 日下　美香  委　員 小林　秀矩  

可決された
意見書
可決された
意見書 10月4日議決 （10月16日公布・施行）

県民福祉の向上のため、国会
や関係省庁等に提出し、その
実現を図るよう要望しました。

●
早
期
の
法
整
備
に
よ
る
真
の
地
方
分
権
の
推
進
を
求
め
る
意
見
書

●
す
べ
て
の
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
社
会
保
障

制
度
の
構
築
を
求
め
る
意
見
書

●
私
学
助
成
の
充
実
強
化
を
求
め
る
意
見
書

●
警
察
官
の
増
員
に
関
す
る
意
見
書

●
障
害
者
自
立
支
援
制
度
の
充
実
を
求
め
る
意
見
書
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